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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 
「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 
情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

本年度の主要な成果は以下の通り.	 
(1)	 前年度開発した系列アラインメントの重み学習法に文法制約を組み合わせる並列構
造の推定法を発展させ,	 その有効性を検証するとともに誤り傾向の分析を行った.	 文法
的な制約(並列句どうしはオーバーラップしない,等)を文法規則によって強制したうえ
で,	 並列句の範囲同定には並列句間の単語列の編集距離を素性として用い,	 パーセプト
ロン学習によって素性重みを最適化する.	 
(2)	 リンク解析手法を非グラフデータに適用する際には,	 一旦データをグラフに変換し
なければならない.	 そのための手法としては一般に,	 k-近傍グラフ	 (データ点各々につ
いて,最も類似するk個のデータ点を辺で結ぶ)が用いられる.	 我々はこのグラフ変換法
を自然言語データ	 (語義曖昧性解消用のベンチマークデータ)に適用し,	 評価・分析を行
った.その結果,少数のハブと呼ばれる数多くの節点と接続された節点が生成され,後続
のリンク解析に基づく半教師あり学習の精度に悪影響を与えることがわかった.	 その原
因は	 k-近傍関係が非対称であることにより,これを解消するための簡単な手法を考案し
た.	 (3)	 自然言語処理でリソース拡張のためにしばしば用いられる,	 ブートストラップ
(自己トーレニング)法において,初期シード選択およびストップリスト構築にリンク解
析を用いる手法を考案し,予備調査によって有効性を確認した.	 
(2),(3)については,平成23年度に,より詳細な評価を多くの自然言語データを用いて分
析し,公表することを予定している.	 
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
	 〔出	 願〕	 	 	 	 計（	 0	 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
	 〔取	 得〕	 	 	 	 計（	 0	 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13.	 備考	 

	 ※	 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す	 

ること。	 

	 

 


